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自然の生薬には
　　　　人智を超えた力がある…
自然の生薬には
　　　　人智を超えた力がある…

偉大な自然の中で生まれてきた漢方薬（生薬）。
そこには、私たちの智恵を超えた力があります。

人体にもっとも適した自然の恵み…。
オースギ漢方はそんな「自然のやさしさ」をお届けします。

取り扱い品目
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プ ロ グ ラ ム  予定
10：00 受付開始

10：30 ～ 11：10 
 基調講演：しびれに対する漢方治療
　　　　－ SMON患者への黄耆桂枝五物湯加減の効果－
 医師　京都府立医科大学東洋医学講座　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三谷　和男 先生
　　　　　　
11：10 ～ 11：50
 基調講演：「 耳鳴と漢方治療 」
 薬剤師　東海漢方協議会　林　　誠一 先生　

11：50 ～ 12：30 
 基調講演：傷寒論から教えられた陰陽調和の精
　 神に基づく鍼灸治療をめざして
 （知覚異常は津液の偏在と考え、陰陽調和こそ
　 根本的治療と判断）
 鍼灸師　個人会員　　 馬場　洽收 先生　　

12：30 ～ 13：30 昼　食

13：30 ～ 14：05 
 話題提供：「 甘味の処方が有効だった症例 」
 嗅覚障害・誤嚥による発熱の症例
 広島漢方研究会　　鉄村　 努  先生

14：05 ～ 14：40　 
 話題提供：『 知覚異常より、異常知覚に目を向
　 　　　　　　けてみると… 』
 個人会員　　北村　翰男 先生

14：40 ～ 15：00 休　憩

15：00 ～ 15：35 
 話題提供：「 耳鳴りと痺れの研究 」
 個人会員　　横溝　嘉昭 先生

15：35 ～ 16：10 
 話題提供：「 症例に観る知覚異常と心気 」
 東海漢方協議会　　奥村　裕一 先生

16：10 ～ 16：25 
 「 高齢化社会に於ける漢方治療 」総括
 実行委員長　　須藤　朝代 先生

16：30 ～ 18：30 懇親会

初学者のための漢方運用講座　in　関西の報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画部　菊一　瓔子

が感じられます。その点で日本漢方交流会がお手伝
いできれば幸いなことです。
　メーカー主催の漢方研究会ではなく漢方理論・漢方
的見方などの勉強を望む声は多く、本会を含め現在進
行中の日本漢方交流会主催『慢性・難病フォーラム』
や『全国学術大会』などは希望に沿える企画ではない
でしょうか。紹介も兼ね参加を呼びかけました。
　昨年に続き東京からは谷口書店に出店いただきま
した。参加者の中には講師陣のアドバイスを聞きな
がら購入される方も多く好評でした。
　懇親会ではより一層熱心な質問も多々あり参加者の
意欲が感じられました。太田先生が「ああ、これで60
代最後の講義が終わった !」と・・・先生は 2月 25日
が 70歳の誕生日、一同拍手で無事終了となりました。

　2008 年 2 月 24 日（日）・チサンホテル新大阪にて
開催いたしました。
　前日からの大雪注意報の中、出足が心配されまし
たが 50 名の参加者がありほっとしています。
　内容は昨年に続き、太田順康先生による ｢漢方基
礎理論　気・血・水 ｣、｢ 便秘に対する漢方処方の
店頭応用 ｣、（株）栃本天海堂医薬情報担当・板東麻
衣子先生による ｢生薬観察と解説 =　桃仁・杏仁・
大黄・麻子仁・芒硝 ｣と、いずれも初学者向けの解
り易い講義でした。質疑応答の時間では生薬に関す
る厳しい質問も出ておりましたが忌憚のない質問も
あり聴講者の漢方への意欲が伺えるものでした。
　薬剤師を取り巻く環境も厳しくなる中、将来性を
考える選択肢の一つに ｢是非、漢方を !｣ という気運
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日本漢方交流会 学術部主催
“ 第 6 回 慢性、難病フォーラム ”の御案内

第 5回・慢性、難病フォーラムの会場風景　テーマ=「高齢化社会に於ける漢方治療」2007・5・27

【内　容】医師、薬剤師、鍼灸師の、社会的に立場の違う
3師に基調講演をお願いし、4名の話題提供者と参加者で、
充分な質疑応答を重ね、薬局で即実践出来る方法論を学び
ます。今年のサブテーマは知覚異常です。医療の現場では、
年のせいと片付けられる聴力、視力、味覚、嗅覚、皮膚感
覚の弱りや、排尿異常等について、治療効果が上げられる
ように方技を高めて参りましょう。

【申込み方】　郵便振替にて、参加費、昼食代金、懇親会
　費の希望欄に○印を入れ、合計金額をお振込下さい。
【郵便振替】　口座番号　00950-7-296672
　　　　　　口座名義　慢性、難病フォーラム

【日　時】  平成 20 年 5 月 25 日（ 日 ）
　　　 10 時 30 分～ 16 時 30 分（ 受付開 10 時 ）
【場　所】  チサンホテル新大阪（ TEL06-6302-5571 ）
【テーマ】  高齢化社会に於ける漢方治療『 知覚異常 』
【参加費】 ¥2.000 （ 会　員 ）　¥4.000 （会員外）　
　　　　　 ¥1.000 （ 学　生 ）
【昼食代】 ¥1.500 （ 希望者 ）
【懇親会費】 ¥3.000 （ 希望者 ）
＊フォーラム終了後、同ホテル内で気分を変え、漢方談 
　義に花を咲かせましょう。思いがけず処方がひらめく
かもしれません。
＊薬剤師研修センター研修認定シール　3単位

　　　問い合わせ　FAX  075-314-7417 　西京極薬局  須藤朝代
        E-mail　nishikyougoku-yakkyoku@leto.eonet.ne.jp

【申込締切】　平成 20 年 5 月19日（ 月 ）
＊当日参加も可能ですが、準備の手前事前参加登録に御協力下さい。



●日本漢方交流会ホームページを立ち上げております。
活動予定などを掲載できますので広報委員までお知ら
せ下さい。パスワードはkaiinでお入りください。　　
　　　　　　　　　　　　　 　平成 20年 3月編集

▲▲

広報担当からのお知らせ
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初学者のための漢方運用講座に参加して①　　　高　山　　沙　織
受　講　者　よ　り

　漢方について基礎から理解している薬剤師は職場
に少なく、本や各論から入る中級者向けの勉強会で
は言葉の意味がわからず、なかなか身に付かないの
が現状でした。知識不足のため現場では適応に頼っ
た話しか出来ず、力不足を痛感することしばしばで
す。このような機会にとても分かりやすく基本的な

概念から具体的な処方例、生薬の鑑別まで学び、こ
れから知識を深める為のよい足がかりとなりまし
た。先生方から刺激を受け、更に勉強して現場でア
ウトプット出来るよう頑張りたいと思います。また
次回も参加します。ありがとうございました。
      　　　　　　　　　　　　　　2008 年 3 月 14 日

れることができ、貴重な体験でした。
　懇親会の時、太田先生に瞑眩と誤治の違いについ
てお伺いしたとき、先生は瞑眩は相談者の主訴は良
くなるが、何か予期せぬ症状が起こる。ご自分の経
験では一度であるが「痔の人」に「乙字湯」を服用
してもらったときに「痔」はスッキリ良くなったが
身体にむくみを生じた。このとき五苓散を飲んでい
ただきむくみも解消したと話して下さいました。
　私にとって、日本漢方交流会の勉強会に出席させ
ていただけたことは、大変有意義であったと感謝し
ております。　　　　　　　　　平成 20 年 3月吉日

初学者のための漢方運用講座に参加して②          佐　伯　　正　万
　太田先生の本日のテーマ気・血・水（漢方基礎理論）
は人体の生命を支える要素として「気」、「血」、「水」
の 3つがあり、「気」は目には見えないが身体の機
能や働きの面をあらわし、「血」は身体そのもので
あり血液をあらわす。「水」は正常な組織液、細胞
内液、分泌液などは、津液といい、正常でない病的
な水を飲・痰という。人体はこれらの気・血・水の
調和により健康が維持されている。また、気は生命
エネルギーであり、生命として存在しようとする基
本を意味しており「気」は「血」や「水」の流れを
支配しているという内容であったと思います。また、
気・血・水それぞれの概念、変調、
症状などをわかりやすく、具体
的にお話下さり、大変参考にな
りました。
　「便秘に対する漢方処方の店
頭応用」では実証タイプと虚証
タイプに分けてお話くださり、
大黄を含む処方に関して「先
煎」や「後煎」の意義や必要性、
玄草を便秘に使用するときはサ
ラッと煎じるなどお話ください
ました。
　「生薬の観察と解説」では普
段触れることの少ない生薬に触 2008 年 2 月 24 日　初学者のための漢方運用講座の会場

シンポジスト
 ①古方主に傷寒論の立場から　本会顧問「広中　隆志先生」
 ②鍼灸の立場から　副理事長「中川　智代先生」
 ③日中医薬研究会的理論展開の立場から　終身師範「河合　斎先生」
　 ④臨床をとおして考えること　高松漢方「馬場　洽收先生」
　　　　　　　　　　　　　（但し；シンポジストの各々の立場は概略的なものです）
　　　

特  別  講  演
 ①『低体温症と免疫病』　口と顔の医学による難病の克服 
  日本免疫病治療研究会会長　西原克成先生
 ②『バイデジタル O-Ring Test による処方薬の適合試験
  日本 Bi-Digital O-Ring Test 協会会長　
                                                                     O-Ring 医学会全学副会長　下津浦康裕先生


